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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月24日(2013.5.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　伝送媒体を通じて受信機に結合された送信機ドライバのディエンファシスを設定する方
法であって、
　ブリッジ回路からの制御信号に基づいて、インピーダンス測定回路を前記伝送媒体、高
インピーダンス状態の前記受信機に結合して、インピーダンススイッチをイネーブルする
ステップ、
　ディエンファシス制御装置を介して前記インピーダンス測定回路をイネーブルするステ
ップ、
　前記インピーダンス測定回路により、不平衡負荷の伝送媒体である前記伝送媒体の線路
インピーダンスと線路長の少なくとも一方を測定するステップ、及び
　前記ディエンファシス制御装置により、測定された前記線路インピーダンス及び前記線
路長の少なくとも一方に基づいて前記ドライバの利得を設定するステップ
を備える方法。
【請求項２】
　請求項１記載の方法であって、前記測定ステップが、
　前記ブリッジ回路を前記伝送媒体に結合するステップ、
　前記不平衡負荷のインピーダンスを測定するためにブリッジ回路を調整するステップ、
及び
　前記不平衡負荷の測定されたインピーダンスを提供するステップ
を備える方法。
【請求項３】
　請求項２記載の方法であって、前記ブリッジ回路がＬＭＳ（最小二乗平均）ブリッジで
ある、方法。
【請求項４】
　請求項１記載の方法であって、前記測定ステップが、
　ノードにおいて開路検出器を前記伝送媒体に結合するステップ、
　前記ドライバから前記伝送媒体にパルスを提供するステップ、
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　前記伝送媒体からの反射パルスを検出するステップ、
　前記反射パルスの往復遅延に基づいて遅延値を生成するステップ、
　所定のアルゴリズムに基づいて前記遅延から線路長を算出するステップ、
　前記線路長及び前記伝送媒体の種類から、前記不平衡負荷の前記線路インピーダンスを
決定するステップ、及び
　前記不平衡負荷の前記測定されたインピーダンスを前記ディエンファシス制御装置に提
供するステップ
を備える方法。
【請求項５】
　請求項４記載の方法であって、前記反射パルスの前記検出ステップが、
　前記ノードにおいて前記ドライバから前の前記パルスの立上りにおいてカウンタをイネ
ーブルするステップ、
　前記ノードにおける信号の振幅を閾値と比較するステップ、及び
　前記振幅が前記閾値に達したときに、前記カウンタをディセーブルするステップ
を備える方法。
【請求項６】
　請求項５記載の方法であって、前記遅延値がディセーブルされたときの前記カウンタの
値に基づく、方法。
【請求項７】
　請求項１記載の方法であって、前記インピーダンス測定回路の結合ステップが、（ｉ）
前記インピーダンス測定回路と前記ドライバの出力ノードの間に前記インピーダンススイ
ッチを結合するステップ、及び（ｉｉ）前記インピーダンススイッチを、前記ノードにお
いて高インピーダンス状態から低インピーダンス状態に変化させるステップを備える、方
法。
【請求項８】
　請求項７記載の方法であって、前記スイッチの結合に関して、前記スイッチがＴゲート
スイッチとして実施される、方法。
【請求項９】
　請求項７記載の方法であって、前記インピーダンス測定回路による測定に関して、前記
伝送媒体が、同軸ケーブル、銅めっきされた導波管、銅／誘電体の積層伝送線路、及びマ
イクロストリップ伝送線路のうちの少なくとも１つである、方法。
【請求項１０】
　請求項１記載の方法であって、前記ディエンファシス制御装置によって前記ドライバの
前記利得を設定する前記ステップが、前記測定された伝送線路インピーダンス及び前記伝
送媒体の種類に対応する１組のディエンファシス設定を記憶装置から読み取るステップ、
及び前記１組のディエンファシス設定を前記ドライバの利得回路に提供するステップを備
える、方法。
【請求項１１】
　伝送媒体を通じて受信機に結合された送信機ドライバのディエンファシスを設定する装
置であって、
　ブリッジ回路からの制御信号に基づいて、前記伝送媒体、高インピーダンス状態の前記
受信機に結合されるインピーダンス測定回路と、
　前記インピーダンス測定回路をイネーブルするように適合されたディエンファシス制御
装置を備え、
　イネーブルされた場合、前記インピーダンス測定回路がさらに、不平衡負荷の伝送媒体
である伝送媒体の線路インピーダンス及び線路長の少なくとも一方を測定するように構成
され、
　前記ディエンファシス制御装置がさらに、測定された前記線路インピーダンスと前記線
路長の少なくとも一方に基づいて前記ドライバの利得を設定するように構成される、装置
。
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【請求項１２】
　請求項１１に記載の装置であって、前記ブリッジ回路が前記伝送媒体に結合され、前記
インピーダンス測定回路が前記ブリッジ回路の１つ以上の素子を前記不平衡負荷のインピ
ーダンスを測定するように調整し、不平衡負荷の前記測定インピーダンスを前記ディエン
ファシス制御装置に提供する、装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の装置であって、前記ブリッジ回路がＬＭＳ（最小二乗平均）ブリッ
ジである、装置。
【請求項１４】
　請求項１に記載の方法であって、前記インピーダンス測定回路が、
　ノードで前記伝送媒体に結合され、前記ドライバから前記伝送媒体に供給されるパルス
に応じて前記伝送媒体からの反射パルスを検出するように構成された、開路検出器と、
　前記開路検出器に結合され、前記反射パルスの往復遅延に基づいて遅延値を生成する、
カウンタを備え、
　前記ディエンファシス制御装置が、前記不平衡負荷の前記測定インピーダンスを提供す
るために、所定のアルゴリズムに基づいて前記遅延から線路長を計算し、前記線路長及び
前記伝送媒体のタイプから前記不平衡負荷の線路インピーダンスを決定するように構成さ
れる、方法。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の方法であって、前記開路検出器が、
　前記ノードにおいて前記ドライバからの前記パルスの立上りで前記カウンタをイネーブ
ルし、
　前記ノードにおける信号の振幅を閾値と比較し、
　前記振幅が前記閾値に達した場合、前記カウンタをディセーブルし、ディセーブルされ
た時の前記カウンタの値に基づいた前記遅延値、
によって前記反射パルスを検出する方法。
【請求項１６】
　請求項１１に記載の装置であって、前記インピーダンス測定回路と前記ドライバの出力
ノードの間に結合されたスイッチを備え、前記スイッチが、前記ノードでの高インピーダ
ンス状態を低インピーダンス状態に変更することで前記インピーダンス測定回路を前記ド
ライバの前記出力ノードに結合する、装置。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の装置であって、前記スイッチがＴゲート・スイッチとして実施され
る装置。
【請求項１８】
　請求項１６に記載の装置であって、前記伝送媒体が、同軸ケーブル、銅めっきされた導
波管、銅／誘電体の積層伝送線路、及びマイクロストリップ伝送線路のうちの少なくとも
一つである、装置。
【請求項１９】
　請求項１１に記載の装置であって、前記ディエンファシス制御装置が、前記測定された
線路インピーダンスと前記伝送媒体のタイプに対応した一組のディエンファシス設定をメ
モリから読み取るように構成され、前記一組のディエンファシス設定を前記ドライバの利
得回路に提供するように構成される、装置。
【請求項２０】
　伝送媒体を通じて受信機に結合された送信機ドライバのディエンファシスを設定する方
法を、コンピュータに実行させるためのプログラムを記録したコンピュータ可読記録媒体
であって、前記方法が、
　ブリッジ回路からの制御信号に基づいて、インピーダンス測定回路を前記伝送媒体、高
インピーダンス状態の前記受信機に結合して、インピーダンススイッチをイネーブルする
ステップ、
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　ディエンファシス制御装置を介して前記インピーダンス測定回路をイネーブルするステ
ップ、
　前記インピーダンス測定回路により、不平衡負荷の伝送媒体である前記伝送媒体の線路
インピーダンスと線路長の少なくとも一方を測定するステップ、及び
　前記ディエンファシス制御装置により、測定された前記線路インピーダンス及び前記線
路長の少なくとも一方に基づいて前記ドライバの利得を設定するステップ、
を備える、コンピュータ可読記録媒体。
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